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No.

2006年�学校選択制度受付開始�
学校選択制度受付開始�
桜美林・玉川大学と町田
市が連携協定を締結�
教育委員会の動き�
イベントカレンダー�

２面�
３面�

�
�
�

４面�

主
な
内
容

�

小
・
中
学
校
全
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置�

小
・
中
学
校
全
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置�

▲ゆかりの作家を紹介する展示室

　

町
田
の
新
た
な
文
化
発
信
拠
点
と
し

て
整
備
さ
れ
る
町
田
市
民
文
学
館
。
そ

の
建
設
工
事
が
本
年
５
月
末
に
よ
う
や

く
完
了
し
、今
秋　

月　

日（
読
書
週
間

１０

２７

初
日
）の
開
館
に
向
け
て
、い
ま
急
ピ
ッ

チ
で
準
備
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市民に支えられ、育てられる文学館�

町田市民文学館の建設工事完了�

市民に支えられ、育てられる文学館�

町田市民文学館の建設工事完了�

今
秋
１０
月
２７
日
の
開
館
に
向
け
て
準
備
急
ピ
ッ
チ�

　

町
田
市
原
町
田
４
丁
目　

番　

号
の

１６

１７

旧
公
民
館
施
設
（
１
９
７
８
年
竣
工
）

を
増
改
築
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
、
地
上
３
階
・
地
下
２
階
、
延
べ
床

面
積
２,

１
５
３
・　

㎡
の
「
町
田
市

５９

民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど
」
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

赤
レ
ン
ガ
の 
瀟  
洒 
な
外
観
。
正
面
入

し
ょ
う 
し
ゃ

口
脇
に
は
ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ
の
幼
木
の
下

に
、
故
・
遠
藤
周
作
さ
ん
の
軽
井
沢
の

別
荘
か
ら
移
設
さ
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ
像

「 
飄 

ひ
ょ
う 
孤 こ 
粛 

し
ゅ
く 
粛 
」
が
佇
ん
で
い
ま
す
。
こ

し
ゅ
く

の
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
、
遠
藤
さ
ん
と
親
交

の
あ
っ
た
市
内
在
住
の
彫
刻
家
・
二
田

原
英
二
さ
ん
の
作
品
で
す
。

　

館
内
１
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
、
コ

ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と

「
町
田
の
文
学
」
に
触
れ
ら
れ
る
文
学

サ
ロ
ン
。
そ
の
一
角
に
は
、
資
料
貸
出

カ
ウ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
図
書
館
の
利
用

券
で
ゆ
か
り
の
作
家
の
本
や
地
域
の
文

芸
雑
誌
も
借
り
ら
れ
ま
す
。
同
じ
フ
ロ

ア
の
資
料
閲
覧
室
に
は
、
文
学
辞
典
や

全
国
の
文
学
館
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
ほ

か
、
町
田
が
登
場
す
る
文
学
作
品
を
集

め
た
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
す
る
予
定
で

す
。

　

２
階
は
、
１
０
８
名
収
容
の
大
会
議

室
と
展
示
室
。
開
館
記
念
と
し
て
、
町

田
に
ゆ
か
り
の
文
学
者
を
一
堂
に
紹
介

す
る
特
別
企
画
展
を
準
備
中
で
す
。
そ

し
て
３
階
は
、
市
民
が
文
学
活
動
に
利

用
で
き
る
会
議
室
（
６
室
）
と
保
育

室
。
会
議
室
は
、
町
田
市
施
設
案
内
予

約
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
予
約
申
込
が
可
能
で
す
。
旧
公

民
館
は
地
階
が
ホ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
文
学
館
で
は　

万
冊
収
容
の

１１

書
庫
と
貴
重
資
料
保
存
庫
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。

　

町
田
の
文
学
館
は
、
貴
重
資
料
の
保

存
や
展
示
と
い
っ
た
従
来
の
文
学
館
機

能
に
加
え
、
「
文
学
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
人
々
が
そ
こ
で
出
会
い
、
交
流
し
、

新
し
い
市
民
文
化
を
発
信
す
る
拠
点
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

資
料
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の

相
互
利
用
な
ど
、
図
書
館
と
密
接
な
連

携
を
図
り
、
市
民
の
文
学
活
動
に
必
要

な
資
料
・
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

ま
た
３
階
の
会
議
室
は
、
俳
句
や
短
歌

の
会
、
小
説
を
読
む
会
、
児
童
文
学
サ

ー
ク
ル
、
読
み
聞
か
せ
や
語
り
の
会
な

ど
、
市
民
活
動
の
場
と
し
て
機
能
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
「
町
田
の
文
学
」
に
つ
い

て
市
民
が
自
主
的
に
研
究
に
取
り
組
む

市
民
研
究
員
制
度
、
文
学
散
歩
の
リ
ー

ダ
ー
養
成
な
ど
、
文
学
館
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
仕
組
み
を

作
り
ま
す
。

　

わ
が
国
を
代
表
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
作

家
の
遠
藤
周
作
さ
ん
が
、
フ
ラ
ン
ス
留

学
時
代
に
読
ん
だ
多
数
の
書
き
込
み
が

残
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
文
学
書
や
、
芥
川

賞
、
読
売
文
学
賞
、
日
本
芸
術
院
恩
賜

賞
な
ど
を
受
賞
し
た
私
小
説
作
家
、
八

木
義
徳
さ
ん
の
旧
蔵
資
料
、
「
街
の
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
マ
ン
」
や
「
ガ
ー
ド
下
の

靴
み
が
き
」
「
夜
霧
の
第
２
国
道
」

「
霧
氷
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
歌
謡
曲
の

作
詞
家
、
宮
川
哲
夫
さ
ん
の
自
筆
歌
詞

草
稿
、
絵
本
作
家
お
ぼ
ま
こ
と
さ
ん
の

原
画
な
ど
、
貴
重
な
文
学
関
係
資
料
約

５
４,

０
０
０
点
を
収
蔵
し
ま
す
。

至玉川学園�

町田街道�

原町田５丁目� 版画美術館入口�
町田市民文学館ことばらんど　町田市原町田４－１６－１７�

至金森�

市民フォーラム�
まちの駅�
ぽっぽ�まちだの泉�

まちだ�
中央公民館� 中央�

図書館�

至成瀬�横浜線�
町田駅�

小
田
急
線�

町
田
駅�

町田市民文学館�
ことばらんど�

＜開館記念事業＞

　開館当初から１１月中旬まで、開館記

念事業を計画しています。参加申込み

など詳しい内容は、１０月１日号の広報

まちだでお知らせする予定です。

（お問い合わせ）

文学館開設準備担当　1７３９－３４２０

　

町
田
市
で
は
、
学
校
に
対
す
る
犯
罪

を
予
防
し
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
市
立
小
・
中
学
校
全
校

（
小
学
校　

校
・
中
学
校　

校
）
に
防

４０

２０

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。

○
安
全
な
学
校
を
め
ざ
し
て

　

近
年
、
子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
が
増

え
て
お
り
、
町
田
市
で
も
学
校
安
全
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
緊
急
連
絡
用

の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の

貸
与
等
さ
ま
ざ
ま
な
安
全
対
策
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る
学
校

の
安
全
を
は
か
る
た
め
、
市
立
小
・
中

学
校
全
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
設
置
及
び
目
的

　

学
校
敷
地
内
に
お
い
て
「
防
犯
カ
メ

ラ
作
動
中
」
の
表
示
を
し
た
上
で
、
防

犯
上
最
も
効
果
が
あ
る
場
所
に
屋
外
用

の
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
映
像
の
記
録
を

行
い
ま
す
。
防
犯
カ
メ
ラ
は
セ
ン
サ
ー

を
内
蔵
し
て
お
り
、
撮
影
場
所
で
の
動

き
を
感
知
し
、
職
員
室
等
に
警
報
を
出

す
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
不
審
者
の
早
期
発
見
及
び
初
動

の
迅
速
化
、
抑
止
効
果
に
よ
る
学
校
へ

の
犯
罪
の
予
防
を
は
か
り
ま
す
。

○
既
存
防
犯
設
備
と
の
相
乗
効
果

　

現
在
、
小
・
中
学
校
の
防
犯
設
備

は
、
今
回
設
置
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
他

に
、
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
直
ち
に
警

視
庁
に
通
報
で
き
る
非
常
通
報
装
置

「
学
校
１
１
０
番
」
と
、
各
教
室
と
職

員
室
・
事
務
室
を
結
ぶ
通
報
装
置
「
緊

急
連
絡
用
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
」
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
設
置
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
と
、
こ

れ
ら
の
既
存
設
備
を
併
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
更
に
防
犯
効
果
が
高
ま
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

防

犯

カ

メ

ラ

作

動

中�

設
　
置
　
者
　
町
田
市
教
育
委
員
会�

管
理
責
任
者
　
○
○
○
○
○
学
校
長�

○
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
保
護

　

防
犯
カ
メ
ラ

は
、
犯
罪
の
予

防
や
抑
止
に
対
し
て
、
非
常
に
大
き
な

効
果
を
発
揮
す
る
一
方
、
個
人
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
の
調
和
が
不
可
欠

で
す
。
そ
こ
で
、
「
町
田
市
立
学
校
施

設
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
要
綱
」
を
定
め
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
適
正
な
個
人
情
報
の
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
モ
ニ
タ
ー
は
、
職
員

室
・
校
長
室
・
事
務
室
等
、
学
校
の
職

員
以
外
の
者
の
立
ち
入
り
が
制
限
で
き

る
場
所
に
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
映
像
記
録
装

置
は
施
錠
保
管
し
ま
す
。
記
録
し
た
映

像
の
保
管
期
間
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね

７
日
間
と
し
、
保
管
期
間
を
経
過
し
た

映
像
記
録
は
速
や
か
に
消
去
す
る
こ
と

で
、
個
人
情
報
の
保
護
を
は
か
り
ま

す
。

○
運
用
開
始
時
期

　
　

月
下
旬
ま
で
に
工
事
を
完
了
さ

１０
せ
、　

月
１
日
よ
り
運
用
を
開
始
で
き

１１

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

□問
 

施
設
課
（
1
７
２
４
・
２
１
７
５
）

職員室（コントロールユニット・ＨＤＤレコーダー）�

校長室�

事務室�

屋外用カメラ�

撮影場所での�
動きを自動検知�

モニター付近に警報�
装置を設置し、注意�
を促します�警報�

お
詫
び
と
訂
正

　

前
号
（　

号
）
の
紙
面
に
誤
り
が
あ

６４

り
ま
し
た
。

※
ク
リ
ス
ト
フ
・
ヤ
フ
ケ
教
授
の
経
歴

に
つ
い
て
、
広
島
大
学
の
客
員
教
授
で

は
な
く
、
青
山
学
院
大
学
の 
招 

し
ょ
う 

聘 
教
授

へ
い

の
誤
り
で
し
た
。

※
中
学
生
職
場
体
験
事
業
の
写
真
に

つ
い
て
、
堺
中
学
校
２
年
生
で
は
な

く
、
金
井
中
学
校
２
年
生
の
誤
り
で

し
た
。
関
係
者
に
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

施施

設設

特特

色色

主主
なな
収収
蔵蔵
資資
料料

▲

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
表
示
例


